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あらまし： 筆者らは，別の対象を主体的に学習した結果として，間接的にある対象を学ぶことになることを

間接学習と呼び，間接学習を実践するために必要な情報技術の確立を目指している．本研究では，間接学習

支援システムとしてタブレット型デバイスと大型ディスプレイを利用する，少人数向けの対面式ミーティン

グ支援システムを導入した．本稿では，英語の多読教材を利用する課題遂行型の間接学習に対して，本シス

テムを利用した場合の間接学習過程の分析結果について述べる．
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1. はじめに

ランディ・パウシュの「最後の授業」(1)では，何か

を学ぶ場合にそれを直接学ぶのではなく，別の対象に

取り組むことで間接的に学習が進む「間接学習」を重

視している．しかし，情報技術が発達した今日におい

ても，一般的に行われているのは直接学習，すなわち，

対象そのものを主体的・直接的に学ぶ方式である．

eラーニングや協調学習といった，情報技術を活用

する研究・開発も数多く行われているが，前者は教

材の電子化や共有といった自学自習支援の比重が高

くコミュニケーションに基づく学習支援が不足して

おり，後者は協調学習の過程を十分に捉えきれてい

ないという問題がある．eラーニングでは，電子掲示

板やチャットシステム等を利用することにより，心

理的な躊躇といった学生に多く見受けられる問題

を緩和することができるが，重要性が指摘される

Face-to-face のコミュニケーションスキル向上にはあ

まり有効でない．また，間接学習自体はこれまでも

提案されている(2,3)が，定量的な評価の難しさなど

から，実践的な間接学習を行う例はほとんどない．

そこで，筆者らのグループでは，対面式コミュニ

ケーションを重視するとともに学習過程を細かく記録

する学習環境を検討し，間接学習を実践するための

情報技術の確立を目指して研究を進めている．本研

究では，情報技術を媒介とした間接学習支援システ

ムとして，タブレット型デバイスと大型ディスプレ

イを利用する，少人数向けの対面式ミーティング支

援システムを導入した(4,5)．本稿では，英語の多読

教材を利用する課題遂行型の間接学習に本システム

を利用した場合の学習過程における，学習者による

情報の記録と提示について分析した結果を報告する．

2. 間接学習支援システム

2.1 システム概要

間接学習支援システムでは，図1に示すような間接

学習過程において，個人で行う間接学習（調査，思

考，整理）とグループ内で行われる間接学習（話し

合い，整理）の双方の支援を行う必要がある．

筆者らが開発・運用している対面式ミーティング支

援システムは，TimeMachineBoard（以下，TMB）

と呼ばれるミーティング内容を記録するための仕組

みと，iSticky と呼ばれる個人の活動に関わるコンテ

ンツを集約して TMB に情報を入力するためのク

ライアントソフトウェアによって構成されている．

TMB は，大型ディスプレイを電子的なホワイトボー

ドとして用いる．また，iSticky はタブレット型デバ

イスで動作する．本研究では，Apple 社製の iPad

（iPad2, iPad mini）を使用している．
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図 1: 間接学習過程

— 321 —

TE2-2



2.2 iSticky による個人で行う間接学習活動の記録

iSticky は，個人の日常的な学習活動をログとして

記録・管理する機能と，情報的に拡張された TMBと

連携して，大型ディスプレイ上に学習ログの一部を提

示するユーザインタフェースとしての機能の 2つの機

能を持つ．iSticky で記録可能な学習ログは，メモや

ノートなどのテキストデータ，写真などの画像データ，

そして，手描きスケッチのデータである．iSticky は，

学習者が日常的に持ち歩いて利用することを想定して

おり，記録された学習ログはネットワークで接続さ

れる間接学習用のクラウドに保存することができる．

2.3 TimeMachineBoard によるグループ内で
行われる間接学習活動の記録

TMB は，大型ディスプレイと 1台の PC で構成さ

れ，間接学習用クラウドに蓄積された，テキスト，

イメージ，スケッチなど個人の学習ログを iSticky を

用いて PC に転送し，大型ディスプレイに提示する

ことができる．iSticky には，TMB による大型ディ

スプレイへの表示と同一の表示を行う仮想的なボー

ドが用意されており，学習者はこの仮想ボード上に

学習ログの一部をコピーしたり，ボード上の要素を

移動・拡大縮小操作することによって，大型ディス

プレイ上に提示する情報を操作することができる．

また，すべての学習ログは間接学習用クラウドに

保存することができるため，個人の学習活動だけで

なく，グループ内で行われたコミュニケーションを

伴う間接学習の過程を揮発させることなく，あとか

ら検索・閲覧することが可能となっている．

3. 間接学習過程の分析
3.1 間接学習データの収集

英語の多読教材を利用した課題遂行型の間接学習

に本システムを利用して，間接学習データの収集を

行った．直接学習の対象は，多読教材に書かれてい

る内容であり，間接学習の対象は英語の読解である．

まず，1グループあたり 4 ～ 5 名からなる少人数グ

ループを構成し，次に「好きな学問のテーマを 1つ決

めて，歴史と現状と展望を分かりやすく伝えるポス

ターを製作する」ことを間接学習の課題として与え

た．課題遂行の際に参考にすべき資料として，英語

の多読教材である，オックスフォード大学出版の “A

Very Short Introduction” シリーズ（ 1 冊約 150 頁，

約 340 冊）を指定した．課題遂行は，(i)テーマ選定と

役割分担，(ii)調査報告，(iii)ポスターデザイン，(iv)

プレゼンテーション，(v)反省会，の 5 回のフェーズ

に分け，各フェーズでの作業や話し合いに間接学習支

援システムを利用した．間接学習環境を図2に示す．
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図 2: 間接学習環境(左)とフェーズ(iv)の例(右)

3.2 学習者による情報の記録・提示の分析

間接学習時の学習者同士の話し合いや作業の記録

データを，TMB と iSticky を基盤とした間接学習支

援システムの利用の有無で比較分析した．システム

を利用しない場合は，大型ディスプレイの代わりに

ホワイトボードとポスター用紙を，タブレット型デ

バイスの代わりに紙のノートを使用した．

ノートに書き込んだ文字数を比較した結果，iSticky

と紙のノートにほとんど差はなかったが，単位時間あ

たりにボード上に提示できる文字数を比較したとこ

ろ，TMB はホワイトボードの約2.9倍であった．ま

た，作成されたポスターの文字数は約11%ほど TMB

の方が多かったが，ポスター製作に要する時間は約

52%短縮された．以上より，限られた時間の中で本シ

ステムを利用する場合，効率的に情報を提示できるた

め，結果として，議論などのコミュニケーションに

より多くの時間を割くことができることが分かった．

4. 今後の課題

上述のデータ収集では，ビデオカメラによる記録

も行っている．学習データからは読み取ることので

きない学習者の表情や身振り手振り等の非言語情報，

コミュニケーション内容の分析が今後の課題である．
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